






自社の家畜排せつ物やレストランの生ごみをはじ

め、 地域の家畜排せつ物や食品工業の食品残漬を

原料に肥料を製造し、 資源を循環。 有機肥料は自

社の農作物をはじめ近隣農家でも飼料米なとに活

用されています。

日本人の好みに合わせて、 長年にわたり試行錯誤を重ねてきた館ヶ森高原豚。 毎日食

べても食べ飽きない味をめざして、 改良が続けられています。

アメリカで生まれたバブコック・スワイン種を40

年前に輸入し、 独自の交配プログラムで品種を改

良して作り出した豚です。 現代の日本人の好みに

合わせて、 赤身があっさりとして脂にコクがある

豚肉になるよう、 今も品種改良を行っています。

肥育期飼料はとうもろこしを一切使わず、 小麦と

米、 マイロを原料に使用。 タイムやローズマリ ー

を配合し、 豚特有の臭みも抑えてコクのある肉の

味に仕上げています。また、分別生産流通管理も実

施し、 遺伝子組み換え原料の混入も防いでいます。

※マイロ…イネ科モロコシ属のソルガムの実を粉砕したもの

豚が飲む水は、 岩手県の東に連なる北上山系から

湧き出る、 ミネラル豊富な地下水を汲み上げてい

ます。 この自然の恵みを毎日飲んで育っていま

す。
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